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J.TEST 学習必須項目 

                                                    日本語検定協会／J.TEST 事務局 

２０１０年２月２６日 

 

１ 「J.TEST 学習必須項目」について 

 

「J.TEST 学習必須項目」は、J.TEST を受験する為の最低限必要な学習項目を示したものです。

J.TEST では、この「学習必須項目」を受験者が習得していることを前提に、基本的な問題と、

応用・発展問題が出題されます。 

 J.TEST は、第二言語として日本語を学んでいる方を対象とした試験です。第二言語を用いた

高度なコミュニケーション能力を身につける為には、基礎的な文法・語彙・表現の知識が不可

欠です。基礎的な知識がなければ、応用力は身につきません。 

 

２ 日本語能力試験（JLPT）の改革と「J.TEST 学習必須項目」の発表について 

 

（１）日本語能力試験（JLPT）の改革 

２０１０年の日本語能力試験の改革は、日本語能力試験が「能力評価の為の試験」として確

固たる地位を確立するためのものです。能力判定の精度を高める為に、試験問題の非公開と、

厳密な意味での出題基準の廃止が決定されました。 

 

（２）これまでの J.TEST 

J.TEST においては、受験者が日本語能力試験の出題基準のような基礎的な学習項目を習得し

ていることを前提に、基本的な問題とコミュニケーション能力を測定する実践的な応用・発展

問題が出題されてきました。 

また、J.TEST は、「能力評価の為の試験」であると同時に、試験が持つもう一つの社会的な

機能である「学習の指針の為の試験」の役割を重視し、これまで試験問題を公開してきました。 

J.TEST の基本的な問題の多くは、日本語能力試験の出題基準と重複した項目から出題されて

きました。受験者や教育関係者の無用な混乱を避けるために、これまで J.TEST 独自の基準を明

示することを控えてきました。 

 

（３）これからの J.TEST 

J.TEST は今後も上記の方針～つまり、基礎的な学習項目を習得していることを前提とした出

題と試験問題の公開～を堅持します。 

しかしながら、日本語能力試験において出題基準が廃止されたため、日本語学習者が習得す

べき基本項目をめぐって多少の混乱が生じました。 

そこで、J.TEST の基本的な問題において前提としているもの＝「J.TEST 学習必須項目」を学

習者の皆さんに示すことにしました。
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学習者の皆さんは、この「学習必須項目」をまず習得し、J.TEST を受けるための基礎学力を

身につけましょう。そして定期的に実施される J.TEST を受験し、応用・発展的な能力の進歩状

況をチェックし、学習成果を確かめましょう。 

 

３ 「JLPT の出題基準」と「J.TEST 学習必須項目」の違い 

 

  日本語能力試験は、「出題基準」の中から８０％程度が出題されるといわれています。こ

れに対して J.TEST における「学習必須項目」は、試験を受けるための最低限必要な知識、とい

う位置づけです。基本的な問題の多くは、「学習必須項目」を学ぶことで解け、認定も得るこ

とができるでしょう。しかし、「学習必須項目」をただ暗記するだけでは応用・発展的な能力

を身につけることはできません。 

このように、「出題基準」と「学習必須項目」では試験における役割が異なります。 

 

真のコミュニケーション能力を身につけるためには基礎力が不可欠です。 

 

学習の第一段階として「学習必須項目」をまずしっかり習得しましょう。そして、そこに留

まることなく第二段階として、様々な日本語に積極的に触れ、日本語を自由に使えるようにな

りましょう。 

 

この「J.TEST 学習必須項目」から日本語コミュニケーションの第一歩を始めましょう。 

 

 

＊ 基礎力をつけるための「J.TEST 学習必須項目」公開スケジュール 

2010 年 2 月末 Ｅ級、Ｆ級 文法 

2010 年 3 月 15 日以降 Ｅ級、Ｆ級 語彙 ＊3月の試験終了後に公開されます。 

2010 年 5 月下旬 Ａ～Ｄ級 シラバス 

 

 

＊ 関連問題集 

2010 年 3 月 15 日以降 「J.TEST Ｅ-Ｆレベル学習必須項目問題集」 

2010 年 3 月「J.TEST 2009 年過去問題集」 

 

 

 

＊以下の文法項目は「J.TEST Ｅ-Ｆレベル学習必須項目問題集」の語彙と練習問題を 

除く、文法項目（「１ Ｅ級文法項目」「６ Ｆ級文法項目」の全文です。 
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１．助詞は格助詞と副助詞に分けずに提示しています。 

 

２．それぞれの文法項目について国語文法的な説明は一切付けていません。 

 

３．例文の漢字には全てふりがなが付いていますが、これは文法に注意を向けてもらいた 

いからです。実際のＦ級の試験では、ふりがなが付いていない語彙も多くあります。 

 

４．状態を表す表現のうち、よく使うものについては自動詞・他動詞にかかわらず、 

「ている形」をそのまま提示しています。 

    (例) A E持E

も

Aっています・ AE知E

し

Aっています・ AE結E

け っ

AAE婚E

こ ん

Aしています・ AE来E

き

Aています 

 

５．文形を提示する際の「名詞」には「代名詞」が含まれるものとします。 

 

６．「普通体」を「普通形」と呼ぶ初級用教材もありますが、本書では「普通体」と呼びます。 

 

７．疑問詞・代名詞・連体詞・場所や方向を表す指示語・助数詞・数や時間に関しては語彙 

表の中で扱っています。 

 

８．「イ形容詞」は「形容詞」とも言います。「ダ形容詞」は「ナ形容詞」、「形容動詞」、 

「ナニ名詞」とも言います。 

 

９．「副詞形」は「連用形」とも言います。 

 

10．「動詞」、「イ形容詞」、「ダ形容詞」の音便変化については学習済みであることを前提 

  としています。 

  （例） 飲みます、飲んで など 

 

＊Ｅ級とＦ級の語彙表は 3月 15 日以降に発表します。 
 

 

 

   Ｆ 級
きゅう

 文
ぶ ん

 法
ぽ う

 項
こ う

 目
も く

 1 
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 名詞述語文 
 

【現在肯定文】 

・名詞＋は＋名詞＋です。 AE私E

わたし

AはAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aです。 
 

【現在否定文】 

・名詞＋は＋名詞＋ではありません。 AE私E

わたし

AはAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aではありません。 
 

【過去肯定文】 

・名詞＋は＋名詞＋でした。 AE私E

わたし

AはAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aでした。 
 

【過去否定文】 

・名詞＋は＋名詞＋ではありませんでした。 AE私E

わたし

AはAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aではありませんでした。 
 

【現在肯定疑問文】 

・名詞＋は＋名詞＋です＋か。 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aですか。 
 

【現在否定疑問文】 

・名詞＋は＋名詞＋ではありません＋か。 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aではありませんか。 
 

【過去肯定疑問文】 

・名詞＋は＋名詞＋でした＋か。 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aでしたか。 
 

【過去否定疑問文】 

・名詞＋は＋名詞＋ではありませんでした AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aではありませんでしたか。 

＋か。  
 

【並列文】 

・名詞＋は＋名詞＋で、名詞＋は＋名詞 AE私E

わたし

AはAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aで、AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE学E

がく

AAE生E

せい

Aです。 

＋です。  

 

 疑問詞のある名詞述語文 
 

・名詞＋は＋疑問詞＋です＋か。 それは AE何E

なん

Aですか。 
 

・疑問詞＋が＋名詞＋です＋か。 どれがあなたのAE傘E

かさ

Aですか。 

 

 イ形容詞を使った文 
 

【現在肯定文】 

・名詞＋は＋イ形容詞＋です。 これはおいしいです。 
 

・名詞＋は＋イ形容詞＋名詞＋です。 これはおいしいりんごです。 
 

【現在否定文】 

・名詞＋は＋イ形容詞(語尾の「い」削除)  これはおいしくないです。 

＋くない＋です。  
 

・名詞＋は＋イ形容詞＋名詞＋ではありま これはおいしいりんごではありません。 

せん。  
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【過去肯定文】 

・名詞＋は＋イ形容詞(語尾の「い」削除) AE昨日E

き の う

AのAE天E

てん

AAE気E

き

Aはよかったです。 

＋かった＋です。  

・名詞＋は＋イ形容詞＋名詞＋でした。 AE昨日E

き の う

AはいいAE天E

てん

AAE気E

き

Aでした。 
 

【過去否定文】 

・名詞＋は＋イ形容詞(語尾の「い」削除) AE昨日E

き の う

AのAE天E

てん

AAE気E

き

Aはよくなかったです。 

＋くなかった＋です。  
 

・名詞＋は＋イ形容詞＋名詞 AE昨日E

き の う

AはいいAE天E

てん

AAE気E

き

Aではありませんでした。 

＋ではありませんでした。  

＊ 疑問文は名詞述語文に準じます。 
 

【並列文】 

・名詞＋は＋イ形容詞(語尾の「い」削除) これはAE安E

やす

Aくておいしいです。 

＋くて＋イ形容詞＋です。  
 

・名詞＋は＋イ形容詞(語尾の「い」削除) これはAE安E

やす

Aくてきれいです。 

＋くて＋ダ形容詞＋です。  
 

【名詞化文】 

・イ形容詞＋の＋は＋名詞＋です。 おいしいのはこれです。 
 

・イ形容詞＋の＋は＋イ形容詞＋です。 AE白E

しろ

AいのはAE安E

やす

Aいです。 
 

・イ形容詞＋の＋は＋ダ形容詞＋です。 AE赤E

あか

Aいのはきれいです。 

 

 ダ形容詞を使った文 
 

【現在肯定文】 

・名詞＋は＋ダ形容詞＋です。 これはきれいです。 
 

・名詞＋は＋ダ形容詞＋な＋名詞＋です。 これはきれいなAE花E

はな

Aです。 
 

【現在否定文】 

・名詞＋は＋ダ形容詞＋ではありません。 これはきれいではありません。 
 

・名詞＋は＋ダ形容詞＋な＋名詞 これはきれいなAE花E

はな

Aではありません。 

＋ではありません。  
 

【過去肯定文】 

・名詞＋は＋ダ形容詞＋でした。 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE有E

ゆう

AAE名E

めい

Aでした。 
 

・名詞＋は＋ダ形容詞＋な＋名詞＋でした。 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE有E

ゆう

AAE名E

めい

AなAE人E

ひと

Aでした。 
 

【過去否定文】 

・名詞＋は＋ダ形容詞 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE有E

ゆう

AAE名E

めい

Aではありませんでした。 

＋ではありませんでした。  
 

・名詞＋は＋ダ形容詞＋な＋名詞 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE有E

ゆう

AAE名E

めい

AなAE人E

ひと

Aではありませんでした。 

＋ではありませんでした。  

＊ 疑問文は名詞述語文に準じます。
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【並列文】 

・名詞＋は＋ダ形容詞＋で＋イ形容詞＋です。 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE有E

ゆう

AAE名E

めい

Aでおもしろいです。 
 

・名詞＋は＋ダ形容詞＋で＋ダ形容詞＋です。 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE有E

ゆう

AAE名E

めい

Aできれいです。 

  
 

【名詞化文】 

・ダ形容詞＋な＋の＋は＋名詞＋です。 AE有E

ゆう

AAE名E

めい

AなのはAE田E

た

AAE中E

なか

Aさんです。 
 

・ダ形容詞＋な＋の＋は＋イ形容詞＋です。 きれいなのはAE高E

たか

Aいです。 
 

・ダ形容詞＋な＋の＋は＋ダ形容詞＋です。 AE静E

しず

AかなのはAE嫌E

いや

Aです。 

 

 動詞のます形 
 

【現在肯定形】 

・～ます 
 

【現在否定形】 

・～ません 
 

【過去肯定形】 

・～ました 
 

【過去否定形】 

・～ませんでした 
 

＊ 疑問文は文末に「か」を付けます。 

 

 目的語のある動詞文 
 

・名詞＋を＋動詞 ごAE飯E

はん

AをAE食E

た

Aべます。 

 

イ形容詞の名詞化と目的語のある動詞文 
 

・イ形容詞＋の＋を＋動詞 AE白E

しろ

AいのをAE買E

か

Aいます。 

 

ダ形容詞の名詞化と目的語のある動詞文 
 

・ダ形容詞＋な＋の＋を＋動詞 きれいなのをAE買E

か

Aいます。 

 

 動作の場所のある動詞文 
 

・場所名詞＋で＋動詞 AE会E

かい

AAE社E

しゃ

AでA E 働 E

はたら

Aきます。 
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イ形容詞の副詞形を使った表現 
 

＊ イ形容詞の副詞形は語尾の「い」を「く」に変えます。  

 

・イ形容詞の副詞形＋動詞 AE早E

はや

AくAE行E

い

Aきます。 
 

・名詞＋が＋イ形容詞の副詞形＋なります。 AE部E

へ

AAE屋E

や

AがAE涼E

すず

Aしくなります。 
 

・名詞＋を＋イ形容詞の副詞形＋します。 AE部E

へ

AAE屋E

や

AをAE涼E

すず

Aしくします。 

 

ダ形容詞の副詞形を使った表現 
 

＊ ダ形容詞の副詞形は「に」を加えます。 
 

・ダ形容詞の副詞形＋動詞 AE上E

じょう

AAE手E

ず

AにAE話E

はな

Aします。 
 

・名詞＋が＋ダ形容詞の副詞形＋なります。 AE部E

へ

AAE屋E

や

Aがきれいになります。 
 

・名詞＋を＋ダ形容詞の副詞形＋します。 AE部E

へ

AAE屋E

や

Aをきれいにします。 

 

 存在を表す文 
 

【人や動物】 

・名詞＋は＋場所名詞＋に＋います。 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはA E 教 E

きょう

AAE室E

しつ

Aにいます。 

 AE犬E

いぬ

AはAE庭E

にわ

Aにいます。 
 

・場所名詞＋に＋名詞＋が＋います。 AE教E

きょう

AAE室E

しつ

AにAE田E

た

AAE中E

なか

Aさんがいます。 

 AE庭E

にわ

AにAE犬E

いぬ

Aがいます。 
 

・名詞＋は＋場所を聞く疑問詞＋に AE田E

た

AAE中E

なか

Aさんはどこにいますか。 

＋います＋か。 AE犬E

いぬ

Aはどこにいますか。 
 

・場所名詞＋に＋ AE誰 E

だれ

A＋が＋います＋か。 AE教E

きょう

AAE室E

しつ

AにAE誰E

だれ

Aがいますか。 
 

・場所名詞＋に＋ AE何 E

なに

A＋が＋います＋か。 AE庭E

にわ

AにAE何E

なに

Aがいますか。 
 

【物】 

・名詞＋は＋場所名詞＋に＋あります。 AE机E

つくえ

AはAE教E

きょう

AAE室E

しつ

Aにあります。 
 

・場所名詞＋に＋名詞＋が＋あります。 AE教E

きょう

AAE室E

しつ

AにAE机E

つくえ

Aがあります。 
 

・名詞＋は＋場所を聞く疑問詞＋に AE机E

つくえ

Aはどこにありますか。 

＋あります＋か。  
 

・場所名詞＋に＋ AE何 E

なに

A＋が＋あります＋か。 AE教E

きょう

AAE室E

しつ

AにAE何E

なに

Aがありますか。 
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 疑問詞を使った表現 
 

・疑問詞＋が AE教E

きょう

AAE室E

しつ

AにAE誰E

だれ

Aがいますか。 

・疑問詞＋を AE何E

なに

AをAE飲E

の

Aみますか。 
 

・疑問詞＋か AE誰E

だれ

Aかいますか。 

 AE何E

なに

AかAE飲E

の

Aみますか。 
 

・疑問詞＋も AE誰E

だれ

Aもいません。 

 AE何E

なに

AもAE飲E

の

Aみません。 
 

＊ 他の疑問詞の具体例は語彙表の中で扱っています。 

 

 動詞のます形を使った表現 
 

・～ませんか。 AE一E

いっ

AAE緒E

しょ

AにAE映E

えい

AAE画E

が

AをAE見E

み

Aませんか。 
 

・～ましょう。 AE一E

いっ

AAE緒E

しょ

AにAE映E

えい

AAE画E

が

AをAE見E

み

Aましょう。 
 

・～たいです。 AE映E

えい

AAE画E

が

Aが(を)AE見E

み

Aたいです。 

・～たくないです。 AE映E

えい

AAE画E

が

Aは(を)AE見E

み

Aたくないです。 
 

・～ながら お AE茶E

ちゃ

AをAE飲E

の

AみながらAE話E

はな

Aしましょう。 
 

・～に＋動詞 デパートへAE服E

ふく

AをAE買E

か

AいにAE行E

い

Aきます。 

 

 動詞のて形を使った表現 
 

・～て(～で)ください。 AE明日E

あ し た

AはAE早E

はや

AくAE来E

き

Aてください。 

 AE薬E

くすり

AをAE飲E

の

Aんでください。 
 

・～て(～で)います。 テレビをAE見E

み

Aています。 

 AE結E

けっ

AAE婚E

こん

Aしています。 

 AE赤E

あか

AいAE服E

ふく

AをAE着E

き

Aています。 
 

・～て(～で)から、 AE顔E

かお

AをAE洗E

あら

Aってから、AE出E

で

Aかけます。 
 

・～て(～で)、～て(～で) AE歯E

は

AをAE磨E

みが

Aいて、AE顔E

かお

AをAE洗E

あら

Aって、それからAE出E

で

Aかけ 

 ます。 
 

・～て(～で)、＋動詞 ごAE飯E

はん

AをAE食E

た

Aべて、AE勉E

べん

AA E 強 E

きょう

Aします。 
 

 はさみをAE使E

つか

Aって、AE切E

き

Aります。 
 

 かぜをひいて、AE会E

かい

AAE社E

しゃ

AをAE休E

やす

Aみました。 
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 動詞のない形を使った表現 
 

・～ないでください。 すみませんが、ここでたばこをAE吸E

す

Aわないで 

 ください。 
 

・～ないで、＋動詞 シャワーを AE浴E

あ

Aびないで、AE寝E

ね

Aました。 

 

動詞のた形を使った表現 
 

・～た(～だ)り、～た(～だ)りします。 AE日E

にち

AAE曜E

よう

AAE日E

び

AはAE本E

ほん

AをAE読E

よ

Aんだり、テレビをAE見E

み

Aたりし 

 ます。 
 

・～た(～だ) AE後 E

あと

Aで、 AE顔E

かお

AをAE洗E

あら

AったAE後E

あと

Aで、AE出E

で

Aかけます。 

 

 動詞の辞書形を使った表現 
 

・辞書形＋ AE前 E

まえ

Aに、 AE出E

で

AかけるAE前E

まえ

Aに、AE顔E

かお

AをAE洗E

あら

Aいます。 
 

・～は＋辞書形＋こと＋です。 AE仕E

し

AAE事E

ごと

AはAE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AをAE教E

おし

Aえることです。 

 

 普通体 
 

【動詞】 

・～ます ⇒ 辞書形 
 

・～ません ⇒ ない形 
 

・～ました ⇒ た形 
 

・～ませんでした ⇒ なかった形 
 

【イ形容詞】 

・～いです ⇒ ～い 
 

・～くないです ⇒ ～くない 
 

・～かったです ⇒ ～かった 
 

・～くなかったです ⇒ ～くなかった 
 

【名詞とダ形容詞】 

・～です ⇒ ～だ 
 

・～ではありません ⇒ ～ではない  

(～じゃない) 
 

・～でした ⇒ ～だった 
 

・～ではありませんでした ⇒ ～ではなかった  

(～じゃなかった) 
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 普通体を使った表現 
 

① 普通体＋と AE思 E

おも

Aいます。 この AE花E

はな

AはとてもきれいだとAE思E

おも

Aいます。 
 

② 普通体＋と AE言 E

い

Aいます。 リーさんはまた AE日E

に

AAE本E

ほん

AにAE来E

く

AるとAE言E

い

Aいました。 
 

③ 普通体＋～でしょう。 AE明日E

あ し た

AはAE晴E

は

Aれるでしょう。 
 

＊ ③の名詞とダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除し   リーさんはAE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AがA E 上 E

じょう

AAE手E

ず

Aでしょう。 

ます。  

 

④ 普通体＋ AE時 E

とき

A AE京E

きょう

AAE都E

と

AへAE行E

い

AったAE時E

とき

AにこれをAE買E

か

Aいました。 

＊ ④の名詞の現在肯定形は「だ」ではなく「の」です。 AE子E

こ

AAE供E

ども

AのAE時E

とき

AはAE野E

や

AAE菜E

さい

AがAE嫌E

きら

Aいでした。 

ダ形容詞の現在肯定形は「だ」ではなく「な」です。 AE暇E

ひま

AなAE時E

とき

AはAE海E

うみ

AへAE行E

い

Aきます。 

   
 

⑤ 普通体＋から＋です。 AE今朝E

け さ

AはAE早E

はや

AくAE学E

がっ

AAE校E

こう

Aに行きました。テストが 

 あったからです。 

 

 自動詞と他動詞 
 

・名詞＋が＋自動詞 ドアがAE開E

あ

Aきます。 
 

・名詞＋を＋他動詞 ドアをAE開E

あ

Aけます。 

 

 比較の表現 
 

・名詞＋は＋名詞＋より これはあれよりA E 新 E

あたら

Aしいです。 

＋イ形容詞 / ダ形容詞 ここはあそこより AE静E

しず

Aかです。 
 

・名詞＋より＋名詞＋の AE方 E

ほう

Aが あれよりこれのAE方E

ほう

AがA E 新 E

あたら

Aしいです。 

＋イ形容詞 / ダ形容詞 あそこよりここの AE方E

ほう

AがAE静E

しず

Aかです。 
 

・名詞＋と＋名詞＋と＋どちらの AE方 E

ほう

Aが これとあれとどちらの AE方E

ほう

AがA E 新 E

あたら

Aしいですか。 

＋イ形容詞 / ダ形容詞 こことあそことどちらの AE方E

ほう

AがAE静E

しず

Aかですか。 

 

 「は」 
 

・名詞＋は＋名詞 AE私E

わたし

AはAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aです。 
 

・名詞＋は＋動詞 AE私E

わたし

Aは９AE時E

じ

Aから５AE時E

じ

AまでA E 働 E

はたら

Aきます。 
 

・名詞＋は＋否定形 AE日E

にち

AAE曜E

よう

AAE日E

び

AはA E 働 E

はたら

Aきません。 
 

・名詞＋は＋肯定形＋が、 AE土E

ど

AAE曜E

よう

AAE日E

び

AはA E 働 E

はたら

Aきますが、AE日E

にち

AAE曜E

よう

AAE日E

び

AはA E 働 E

はたら

Aき 

名詞＋は＋否定形 ません。 
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・他の格助詞＋は AE教E

きょう

AAE室E

しつ

AにはAE誰E

だれ

Aもいません。 
 

・目的語の名詞＋は＋動詞 AE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AはAE夜E

よる

AAE勉E

べん

AA E 強 E

きょう

Aします。 

 

 「が」 
 

・名詞＋が＋自動詞 AE犬E

いぬ

Aがいます。/ AE山E

やま

AAE田E

だ

AさんがAE来E

き

Aました。 
 

・名詞＋が＋ AE好 E

す

Aきです。/ AE嫌 E

きら

Aいです。 AE犬E

いぬ

AがAE好E

す

Aきです。/AE犬E

いぬ

AがAE嫌E

きら

Aいです。 
 

・名詞＋が＋ A E上 E

じょう

AAE手 E

ず

Aです。/ AE下 E

へ

AAE手 E

た

Aです。 AE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AがA E 上 E

じょう

AAE手E

ず

Aです。/AE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AがAE下E

へ

AAE手E

た

Aです。 
 

・名詞＋が＋ほしいです。 AE車E

くるま

Aがほしいです。 
 

・名詞＋が＋～たいです。 おAE茶E

ちゃ

AがAE飲E

の

Aみたいです。 
 

・は＋名詞＋が AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE目E

め

Aがきれいです。 
 

・～が、 すみませんが、ここでたばこをAE吸E

す

Aわないで 

 ください。 

 これはいいカメラですが、AE高E

たか

Aいです。 
 

・名詞＋が＋イ形容詞の副詞形＋なります。 AE部E

へ

AAE屋E

や

AがAE涼E

すず

Aしくなりました。  
 

・名詞＋が＋ダ形容詞の副詞形＋なります。 AE部E

へ

AAE屋E

や

Aがきれいになりました。 

 

 

 「を」 
 

・名詞＋を＋他動詞 ごAE飯E

はん

AをAE食E

た

Aべます。 
 

・場所名詞＋を＋ AE出 E

で

Aます。 AE教E

きょう

AAE室E

しつ

AをAE出E

で

Aます。 
 

・交通機関＋を＋ AE降 E

お

Aります。 AE電E

でん

AAE車E

しゃ

AをAE降E

お

Aります。 
 

・場所名詞＋を＋ AE歩 E

ある

Aきます。 AE道E

みち

AをAE歩E

ある

Aきます。 
 

・場所名詞＋を＋ AE散 E

さん

AAE歩 E

ぽ

Aします。 AE公E

こう

AAE園E

えん

AをAE散E

さん

AAE歩E

ぽ

Aします。 
 

・場所名詞＋を＋ AE通 E

とお

Aります。 AE会E

かい

AAE社E

しゃ

AのAE前E

まえ

AをAE通E

とお

Aります。 
 

・ AE空 E

そら

A＋を＋ AE飛 E

と

Aびます。 AE鳥E

とり

AがAE空E

そら

AをAE飛E

と

Aんでいます。 
 

・名詞＋を＋ AE休 E

やす

Aみます。 AE会E

かい

AAE社E

しゃ

AをAE休E

やす

Aみます。 
 

・名詞＋を＋ください。 AE水E

みず

Aをください。 
 

・名詞＋を＋動詞のて形＋ください。 AE塩E

しお

AをAE取E

と

Aってください。 
 

・名詞＋を＋名詞＋に＋します。 AE子E

こ

AAE供E

ども

AをAE医E

い

AAE者E

しゃ

Aにしたいです。 
 

・名詞＋を＋イ形容詞の副詞形＋します。 AE部E

へ

AAE屋E

や

AをAE涼E

すず

Aしくしました。 
 

・名詞＋を＋ダ形容詞の副詞形＋します。 AE部E

へ

AAE屋E

や

Aをきれいにしました。 
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 「の」 
 

① 名詞＋の＋名詞 これはA E 私 E

わたし

AのAE本E

ほん

Aです。/これはAE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AのAE本E

ほん

Aです。 
 

② 名詞＋の＋です。 このAE本E

ほん

AはA E 私 E

わたし

Aのです。/この AE本E

ほん

AはAE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

Aのです。 
  

③ 名詞＋の＋は AE私E

わたし

Aのはこれです。/AE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

Aのはこれです。 
＊ ②③は「の」の後ろの名詞が省略されています。 

④ イ形容詞＋の＋は AE白E

しろ

Aいのは 1000AE円E

えん

Aです。 
 

⑤ ダ形容詞＋な＋の＋は AE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AがA E 上 E

じょう

AAE手E

ず

Aなのはリーさんです。 
 

＊ ④⑤の「の」は名詞の代わりです。 
 

⑥ 名詞＋の＋イ形容詞＋名詞 AE一E

いち

AAE番E

ばん

AAE背E

せ

AのAE高E

たか

Aい人はAE田E

た

AAE中E

なか

Aさんです。 
 

⑦ 名詞＋の＋ダ形容詞＋名詞 AE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AのA E 上 E

じょう

AAE手E

ず

AなAE人E

ひと

Aはリーさんです。 

＊ ⑥⑦の「の」は「が」に置き換えられます。 

 

 「で」 
 

・場所名詞＋で＋動詞 AE学E

がっ

AAE校E

こう

AでAE勉E

べん

AA E 強 E

きょう

Aします。 
 

・道具＋で＋動詞 ペンでAE書E

か

Aきます。 
 

・交通機関＋で＋ AE来 E

き

Aます。/ AE行 E

い

Aきます。 AE電E

でん

AAE車E

しゃ

AでAE来E

き

Aました。 

 バスでAE行E

い

Aきます。 
 

・材料＋で＋名詞＋を＋動詞 AE木E

き

AでA E 机 E

つくえ

AをAE作E

つく

Aります。 
 

・原料＋で＋名詞＋を＋動詞 AE牛E

ぎゅう

AA E 乳 E

にゅう

AでアイスクリームをAE作E

つく

Aります。 
 

・原因＋で＋動詞 AE病E

びょう

AAE気E

き

AでAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AをAE休E

やす

Aみました。 
 

・数量詞＋で りんごは３つで 500AE円E

えん

Aです。 
 

・全部＋で りんごは AE全E

ぜん

AAE部E

ぶ

Aで 1000AE円E

えん

Aです。 

 

 「と」 
 

・名詞＋と＋名詞 りんごとバナナがあります。 
 

・名詞＋と＋ AE一 E

いっ

AAE緒 E

しょ

Aに AE友E

とも

AAE達E

だち

AとAE一E

いっ

AAE緒E

しょ

AにAE昼E

ひる

AごAE飯E

はん

AをAE食E

た

Aべました。 
 

・人＋と＋ AE会 E

あ

Aいます。 AE友E

とも

AAE達E

だち

AとAE会E

あ

Aいます。 
 

・人＋と＋ AE話 E

はな

Aします。 AE先E

せん

AAE生E

せい

AとAE話E

はな

Aしました。 
 

・普通体＋と＋ AE思 E

おも

Aいます。 この AE花E

はな

AはとてもきれいだとAE思E

おも

Aいます。 
 

・普通体＋と＋ AE言 E

い

Aいます。 リーさんはまた AE日E

に

AAE本E

ほん

AにAE来E

く

AるとAE言E

い

Aいました。 
 

・名詞＋と＋ AE言 E

い

Aう＋名詞 これは AE天E

てん

AAE麩E

ぷ

AAE羅E

ら

AとAE言E

い

AうA E 料 E

りょう

AAE理E

り

Aです。 
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 「や」 
 

・名詞＋や＋名詞 りんごやバナナがあります。 

 
 

「など」 
 

・名詞＋など りんごやバナナなどがあります。 

 

 「も」 
 

・名詞＋も AE私E

わたし

AはAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aです。AE田E

た

AAE中E

なか

AさんもAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aです。 
 

・名詞＋も＋名詞＋も AE私E

わたし

AもAE田E

た

AAE中E

なか

AさんもAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aです。 
 

・疑問詞＋も＋否定形 AE教E

きょう

AAE室E

しつ

AにはAE誰E

だれ

Aもいません。 
 

・他の格助詞＋も AE山E

やま

AAE田E

だ

AさんはA E 教 E

きょう

AAE室E

しつ

Aにもトイレにもいません。 

 

 「に」 
 

・場所名詞＋に＋名詞＋が AE教E

きょう

AAE室E

しつ

AにAE学E

がく

AAE生E

せい

Aがいます。 

＋います。/ あります。 AE教E

きょう

AAE室E

しつ

AにA E 机 E

つくえ

Aがあります。 
 

・場所名詞＋に＋ AE来 E

き

Aます。/ AE行 E

い

Aきます。 AE明日E

あ し た

AもAE学E

がっ

AAE校E

こう

AにAE来E

き

Aますか。 

 AE明日E

あ し た

AもAE学E

がっ

AAE校E

こう

AにAE行E

い

Aきますか。 
 

・場所名詞＋に＋ AE帰 E

かえ

Aります。 AE家E

うち

AにAE帰E

かえ

Aります。 
 

・交通機関＋に＋ AE乗 E

の

Aります。 AE電E

でん

AAE車E

しゃ

AにAE乗E

の

Aります。 
 

・場所名詞＋に＋ AE入 E

はい

Aります。 AE教E

きょう

AAE室E

しつ

AにAE入E

はい

Aります。 
 

・人＋に＋ AE会 E

あ

Aいます。 AE友E

とも

AAE達E

だち

AにAE会E

あ

Aいます。 
 

・時間＋に＋動詞 AE毎E

まい

AAE朝E

あさ

A６AE時E

じ

AにAE起E

お

Aきます。 
 

・期間＋に＋回数＋動詞 AE一E

いっ

AA E 週 E

しゅう

AAE間E

かん

AにAE一E

いっ

AAE回E

かい

AAE掃E

そう

AAE除E

じ

Aします。 
 

・場所名詞＋へ＋名詞＋を デパートへAE服E

ふく

AをAE買E

か

AいにAE行E

い

Aきます。 

＋動詞のます形＋に＋ AE行 E

い

Aきます。  
 

・場所名詞＋へ＋名詞＋に＋ AE行 E

い

Aきます。 デパートへ AE買E

か

AいAE物E

もの

AにAE行E

い

Aきます。 
 

・名詞＋に＋なります。 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE医E

い

AAE者E

しゃ

Aになりました。 
 

・名詞＋を＋名詞＋に＋します。 AE子E

こ

AAE供E

ども

AをAE医E

い

AAE者E

しゃ

Aにしたいです。 
 

・名詞＋に＋名詞＋を＋ AE入 E

い

Aれます。 コーヒーに AE砂E

さ

AAE糖E

とう

AをAE入E

い

Aれます。 
 

・名詞＋に＋名詞＋を＋ AE貼 E

は

Aります。 AE葉E

は

AAE書E

がき

AにAE切E

きっ

AAE手E

て

AをAE貼E

は

Aります。 
 

・名詞＋に＋名詞＋を＋ AE書 E

か

Aきます。 AE本E

ほん

AにAE名前E

な ま え

AをAE書E

か

Aきます。 
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・場所名詞＋に＋ AE住 E

す

Aんでいます。 AE私E

わたし

AはあのアパートにAE住E

す

Aんでいます。 

 
 

「へ」 
 

・場所名詞＋へ＋ AE来 E

き

Aます。/ AE行 E

い

Aきます。 AE明日E

あ し た

AもAE学E

がっ

AAE校E

こう

AへAE来E

き

Aますか。 

 AE明日E

あ し た

AもAE学E

がっ

AAE校E

こう

AへAE行E

い

Aきますか。 
 

・場所名詞＋へ＋ AE帰 E

かえ

Aります。 AE家E

うち

AへAE帰E

かえ

Aります。 

 

「から」 
 

・場所名詞＋から AE京E

きょう

AAE都E

と

AからAE来E

き

Aました。 
 

・時間＋から ９時からA E 働 E

はたら

Aきます。 
 

・～から、 AE今朝E

け さ

Aはテストがありましたから、AE早E

はや

AくAE学E

がっ

AAE校E

こう

Aに 

 AE行E

い

Aきました。 
 

・普通体＋から＋です。 AE今朝E

け さ

AはAE早E

はや

AくAE学E

がっ

AAE校E

こう

AにAE行E

い

Aきました。テストがあっ 

 たからです。 

 

 「まで」 
 

・場所名詞＋まで AE京E

きょう

AAE都E

と

AからAE東E

とう

AA E 京 E

きょう

Aまで３AE時E

じ

AAE間E

かん

Aかかります。 
 

・時間＋まで ９AE時E

じ

Aから５AE時E

じ

AまでA E 働 E

はたら

Aきます。 

 

 「か」 
 

① 名詞＋か＋名詞 おAE茶E

ちゃ

Aかコーヒーをください。 
 

② 普通体の肯定形＋か AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE来E

く

AるかAE来E

こ

AないかAE分E

わ

Aかりません。 

＋普通体の否定形＋か AE山E

やま

AAE田E

だ

AさんはAE元E

げん

AAE気E

き

AかAE元E

げん

AAE気E

き

AではないかAE分E

わ

Aかりま 

 せん。 
＊ ②の普通体が名詞とダ形容詞の現在肯定形の 

場合は「だ」を削除します。  

  

③ 疑問詞＋か AE何E

なに

AかAE飲E

の

AみAE物E

もの

Aをください。 
 

④ 疑問詞のある疑問文 それはAE何E

なん

Aですか。 
 

⑤ 疑問詞のない疑問文 AE明日E

あ し た

AもAE学E

がっ

AAE校E

こう

AへAE来E

き

Aますか。 
 

⑥ 選択疑問文 AE山E

やま

AAE田E

だ

AさんはAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AAE員E

いん

Aですか、AE学E

がく

AAE生E

せい

Aですか。 
 

⑦ ～ません＋か。 AE一E

いっ

AAE緒E

しょ

AにAE映E

えい

AAE画E

が

AをAE見E

み

Aませんか。 

＊ ⑦は誘う時の表現です。 
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「ね」 
 

・文末 AE暑E

あつ

Aいですね。 

 

「よ」 
 

・文末 AE大E

だい

AA E 丈 E

じょう

AAE夫E

ぶ

Aですよ。 

 

 「わ」 
 

・文末 AE私E

わたし

AもAE行E

い

Aくわ。 

 

 「位(くらい、ぐらい)」 
 

・数量詞＋位 AE家E

うち

AからAE学E

がっ

AAE校E

こう

Aまで 20AE分E

ぷん

AA E 位 E

ぐらい

Aかかります。 

 

 「頃(ころ、ごろ)」 
 

・時間＋頃 AE山E

やま

AAE田E

だ

Aさんは２AE時E

じ

AAE頃E

ごろ

AAE来E

き

Aました。 

 

 「だけ」 
 

・名詞＋だけ AE田E

た

AAE中E

なか

AさんだけAE来E

き

Aました。 
 

・数量詞＋だけ ひとつだけあります。 

 

 「しか」 
 

・名詞＋しか＋否定形 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんしかAE来E

き

Aませんでした。 
 

・数量詞＋しか＋否定形 ひとつしかありません。 

 

 「とても」 
 

・とても＋イ形容詞 このりんごはとてもおいしいです。 
 

・とても＋イ形容詞の副詞形 AE今朝E

け さ

AはとてもAE早E

はや

AくAE来E

き

Aました。 
 

・とても＋ダ形容詞 このAE部E

へ

AAE屋E

や

Aはとてもきれいです。 
 

・とても＋ダ形容詞の副詞形 AE部E

へ

AAE屋E

や

Aがとてもきれいになりました。 
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 「大変(たいへん)」 
 

・大変＋イ形容詞 このりんごは AE大E

たい

AAE変E

へん

Aおいしいです。 
 

・大変＋イ形容詞の副詞形 AE今朝E

け さ

AはAE大E

たい

AAE変E

へん

AAE早E

はや

AくAE来E

き

Aました。 
 

・大変＋ダ形容詞 このAE部E

へ

AAE屋E

や

AはAE大E

たい

AAE変E

へん

Aきれいです。 
 

・大変＋ダ形容詞の副詞形 AE部E

へ

AAE屋E

や

AがAE大E

たい

AAE変E

へん

Aきれいになりました。 
 

・大変＋です。 それはAE大E

たい

AAE変E

へん

Aですね。 

 

 「あまり」 
 

・あまり＋イ形容詞の否定形 このりんごはあまりおいしくないです。 
 

・あまり＋ダ形容詞の否定形 このAE部E

へ

AAE屋E

や

Aはあまりきれいではありません。 
 

・あまり＋動詞の否定形 AE肉E

にく

AはあまりAE食E

た

Aべません。 

 

 「よく」 
 

・よく＋動詞 AE暇E

ひま

AなAE時E

とき

AはよくAE海E

うみ

AへAE行E

い

Aきます。 

 AE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AがよくAE分E

わ

Aかりません。 

 

 「達(たち)」 
 

・人＋達(たち) AE田E

た

AAE中E

なか

AさんAE達E

たち

AはAE帰E

かえ

Aりましたよ。 

 

 「中(じゅう)」 
 

・期間＋中(じゅう) AE今日E

き ょ う

AはAE一E

いち

AAE日E

にち

AA E 中 E

じゅう

AA E 忙 E

いそが

Aしかったです。 

 

 「もう」 
 

・もう＋肯定形 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはもうAE帰E

かえ

Aりましたよ。 

 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはもうAE来E

き

Aています。 
 

・もう＋否定形 もうAE飲E

の

AみAE物E

もの

Aがありません。 

 

 「まだ」 
 

・まだ＋肯定形 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはまだA E 教 E

きょう

AAE室E

しつ

Aにいます。 
 

・まだ＋否定形 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはまだAE来E

き

Aていません。 
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１．自動詞と他動詞はＦ級の文法項目として取り上げていますが、「自動詞の 

て形＋います」と「他動詞のて形＋あります」はＥ級の文法項目として扱っ 

ています。また、自動詞と他動詞を区別する問題は、語彙の中でも扱ってい 

ます。 

 

２．比較の表現、例えば「～は～より」や「～より～のAE方E

ほう

Aが」や「どちらのAE方E

ほう

 

が～」等はＦ級の文法項目として取り上げていますが、否定的表現、例えば 

「～ほど＋否定形」はＥ級で扱っています。 

 

   ３．指示語に関しては、連体詞も副詞も語彙の中で扱っています。ただし、否 

定形と呼応する表現、例えば「そう＋否定形」や「そんなに＋否定形」等は 

文法の中で扱っています。 

 

４．動詞を使った様相を表す表現の内、連体形になるものはＥ級で扱っていま 

す。例えば「これはAE子E

こ

AAE供E

ども

AでもAE分E

わ

AかりそうなAE問E

もん

AAE題E

だい

Aです」等。 

 

５．終助詞「だい」「かい」は現在あまり使われていないので、文法項目から 

除外しています。 

 

６．「動詞のて形＋やります」は差別的な表現になることがあるので、文法項 

目から除外しています。ただし、ＡＤレベルの問題の中では扱っています。 

 

 

 

 

 

 
 

 Ｅ 級
きゅう

 文
ぶ ん

 法
ぽ う

 項
こ う

 目
も く

 ６ 
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ます形を使った表現 
 

・～ AE過 E

す

Aぎます。 お AE酒E

さけ

AをAE飲E

の

AみAE過E

す

Aぎて、A E 頭 E

あたま

AがAE痛E

いた

Aいです。 
 

・～やすいです。 このペンはAE書E

か

Aきやすいです。 

 AE冬E

ふゆ

AはAE風E

か

AAE邪E

ぜ

AをAE引E

ひ

Aきやすいです。 
 

・～にくいです。 このペンはAE書E

か

Aきにくいです。 

 AE夏E

なつ

AはAE風E

か

AAE邪E

ぜ

AをAE引E

ひ

Aきにくいです。 
 

・お～ください。 こちらでおAE待E

ま

Aちください。 
 

・お～になります。 AE先E

せん

AAE生E

せい

AはもうおAE帰E

かえ

Aりになりましたか。 
 

・お～します。 AE先E

せん

AAE生E

せい

A、A E 私 E

わたし

AがA E 鞄 E

かばん

AをおAE持E

も

Aちします。 
 

・お～ AE致 E

いた

Aします。 AE先E

せん

AAE生E

せい

A、A E 私 E

わたし

AがA E 鞄 E

かばん

AをおAE持E

も

AちAE致E

いた

Aします。 
 

・～ AE始 E

はじ

Aめます。 ご AE飯E

はん

AをAE食E

た

AべAE始E

はじ

Aめました。 
 

・～ AE終 E

おわ

Aります。 ご AE飯E

はん

AをAE食E

た

AべAE終E

お

Aわりました。 
 

・～ AE出 E

だ

Aします。 AE急E

きゅう

AにAE雨E

あめ

AがAE降E

ふ

AりAE出E

だ

Aしました。 
 

・～ AE続 E

つづ

Aけます。 これからも AE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AをAE勉E

べん

AA E 強 E

きょう

AしAE続E

つづ

Aけたいです。 
 

・～ AE続 E

つづ

Aきます。 ずっと AE雨E

あめ

AがAE降E

ふ

AりAE続E

つづ

Aいています。 
 

・～なさい。 AE早E

はや

AくAE行E

い

Aきなさい。 
 

・～そうです。 AE急E

きゅう

AにAE空E

そら

AがAE暗E

くら

Aくなりました。AE雨E

あめ

AがAE降E

ふ

Aりそう 

 です。 
 

・～たがります。 AE子E

こ

AAE供E

ども

AはAE甘E

あま

AいAE物E

もの

AをAE食E

た

Aべたがります。 
 

・～ AE方 E

かた

A AE言E

い

AいAE方E

かた

Aがわかりません。 

 

 て形を使った表現 
 

・～て(～で)みます。 AE買E

か

AうAE前E

まえ

AにAE一E

いち

AAE度E

ど

AAE着E

き

Aてみます。 
 

・～て(～で)しまいます。 この AE本E

ほん

AはもうAE全E

ぜん

AAE部E

ぶ

AAE読E

よ

Aんでしまいました。 

 AE名E

な

AAE前E

まえ

AをAE忘E

わす

Aれてしまいました。 
 

・～て(～で)いません。 このAE本E

ほん

AはまだAE読E

よ

Aんでいません。 
 

・～て(～で)います。 AE日E

にち

AAE曜E

よう

AAE日E

び

AはAE大E

たい

AAE抵E

てい

AAE家E

うち

AでテレビをAE見E

み

Aています。 
 

・自動詞のて形＋います。 AE窓E

まど

AがAE閉E

し

Aまっています。 
 

・他動詞のて形＋います。 AE窓E

まど

AをAE閉E

し

Aめています。 
 

・他動詞のて形＋あります。 AE窓E

まど

AをAE閉E

し

Aめてあります。 
 

・他動詞のて形＋おきます。 AE窓E

まど

AをAE閉E

し

Aめておきます。 
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・～て(～で) AE行 E

い

Aきます。 AE会E

かい

AAE社E

しゃ

AへおAE弁E

べん

AAE当E

とう

AをAE持E

も

AってAE行E

い

Aきます。 

 これからもAE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AのAE勉E

べん

AA E 強 E

きょう

AをAE続E

つづ

AけてAE行E

い

Aきたい 

です。 
 

・～て(～で) AE来 E

き

Aます。 AE会E

かい

AAE社E

しゃ

AへおAE弁E

べん

AAE当E

とう

AをAE持E

も

AってAE来E

き

Aました。 

 ずっとAE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AのAE勉E

べん

AA E 強 E

きょう

AをAE続E

つづ

AけてAE来E

き

Aました。 
 

・～て(～で)あげます。 AE私E

わたし

AはAE友E

とも

AAE達E

だち

AにケーキをAE作E

つく

Aってあげました。 
 

・～て(～で) AE差 E

さ

Aしあげます。 AE私E

わたし

AはAE先E

せん

AAE生E

せい

AにAE荷E

に

AAE物E

もつ

AをAE持E

も

AってAE差E

さ

Aしあげました。 
 

・～て(～で)もらいます。 AE私E

わたし

AはAE友E

とも

AAE達E

だち

AにケーキをAE作E

つく

Aってもらいました。 
 

・～て(～で)いただきます。 AE私E

わたし

AはAE先E

せん

AAE生E

せい

AにAE言E

こと

AAE葉E

ば

AのAE意E

い

AAE味E

み

AをAE教E

おし

Aえていただき 

 ました。 
 

・～て(～で)くれます。 AE友E

とも

AAE達E

だち

AはA E 私 E

わたし

AにケーキをAE作E

つく

Aってくれました。 
 

・～て(～で)くださいます。 AE先E

せん

AAE生E

せい

AはA E 私 E

わたし

AにAE言E

こと

AAE葉E

ば

AのAE意E

い

AAE味E

み

AをAE教E

おし

Aえてください 

 ました。 
 

・～て(～で)いただけませんか。 AE先E

せん

AAE生E

せい

A、A E 私 E

わたし

AにAE言E

こと

AAE葉E

ば

AのAE意E

い

AAE味E

み

AをAE教E

おし

Aえていただけ 

 ませんか。 
 

・～て(～で)くださいませんか。 AE先E

せん

AAE生E

せい

A、A E 私 E

わたし

AにAE言E

こと

AAE葉E

ば

AのAE意E

い

AAE味E

み

AをAE教E

おし

Aえてください 

 ませんか。 
 

・～て(～で)もいいです。 AE今日E

き ょ う

AはAE早E

はや

AくAE帰E

かえ

Aってもいいですか。 
 

・～て(～で)も AE構 E

かま

Aいません。 AE今日E

き ょ う

AはAE早E

はや

AくAE帰E

かえ

AってもAE構E

かま

Aいませんか。 
 

・～て(～で)はいけません。 AE早E

はや

AくAE帰E

かえ

Aってはいけません。 
 

・～て(～で)いるところです。 ちょうどAE今E

いま

AAE電E

でん

AAE話E

わ

Aをかけているところです。 
 

・～て(～で)ばかりいます。 AE休E

やす

AみのAE日E

ひ

AはAE寝E

ね

Aてばかりいます。 
 

・～て(～で)も、 AE考E

かんが

Aえても、AE分E

わ

Aかりません。 
 

・疑問詞＋～て(～で)も、 いつAE行E

い

Aっても、AE山E

やま

AAE田E

だ

Aさんはいません。 

 

 ない形を使った表現 
 

・～なければなりません。 AE先E

さき

AにおAE金E

かね

AをAE払E

はら

Aわなければなりません。 
 

・～なくてはいけません。 AE先E

さき

AにおAE金E

かね

AをAE払E

はら

Aわなくてはいけません。 
 

・～なくてもいいです。 AE先E

さき

AにおAE金E

かね

AをAE払E

はら

Aわなくてもいいです。 
 

・～なくてもかまいません。 AE先E

さき

AにおAE金E

かね

AをAE払E

はら

Aわなくてもかまいません。 
 

・～ないようにします。 このAE言E

こと

AAE葉E

ば

AをAE忘E

わす

Aれないようにしてください。 
 

・～ないように AE言 E

い

Aいます。 AE皆E

みな

AさんにAE心E

しん

AAE配E

ぱい

AしないようにAE言E

い

Aってください。 
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・～ない AE方 E

ほう

Aがいいです。 AE学E

がっ

AAE校E

こう

AをAE休E

やす

AまないAE方E

ほう

Aがいいです。 
 

・～ずに ゆうべはシャワーを AE浴E

あ

AびずにAE寝E

ね

Aました。 
 

・～ないつもりです。 AE明日E

あ し た

AはAE学E

がっ

AAE校E

こう

AへAE行E

い

Aかないつもりです。 

 

 た形を使った表現 
 

・～た(～だ)ことがあります。 おAE寿E

す

AAE司E

し

AをAE食E

た

Aべたことがあります。 
 

・～た(～だ)ことがありません。 おAE寿E

す

AAE司E

し

AをAE食E

た

Aべたことがありません。 
 

・～た(～だ) AE方 E

ほう

Aがいいです。 AE薬E

くすり

AをAE飲E

の

AんだAE方E

ほう

Aがいいです。 
 

・～た(～だ)ばかりです。 AE今E

いま

AごAE飯E

はん

AをAE食E

た

Aべたばかりです。 
 

・～た(～だ)ところです。 AE今E

いま

AごAE飯E

はん

AをAE食E

た

Aべたところです。 
 

・～た(～だ)まま ゆうべはAE服E

ふく

AをAE着E

き

AたままAE寝E

ね

Aてしまいました。 

 

 辞書形を使った表現 
 

・辞書形＋ために AE日E

に

AAE本E

ほん

AへAE行E

い

AくためにAE一E

いっ

AA E 生 E

しょう

AAE懸E

けん

AAE命E

めい

AAE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AをAE勉E

べん

AA E 強 E

きょう

 

 しています。 
 

・辞書形＋のは AE一人E

ひ と り

AでAE勉E

べん

AA E 強 E

きょう

AするのはA E 難 E

むずか

Aしいです。 
 

・辞書形＋のが AE映E

えい

AAE画E

が

AをAE見E

み

AるのがAE好E

す

Aきです。 
 

・辞書形＋のを AE本E

ほん

AをAE持E

も

AってAE来E

く

AるのをAE忘E

わす

Aれました。 
 

・辞書形＋のに はさみはAE紙E

かみ

AをAE切E

き

AるのにAE使E

つか

Aいます。 
 

・辞書形＋ことができます。 AE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AでAE話E

はな

Aすことができます。 
 

・辞書形＋ことができません。 AE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AでAE話E

はな

Aすことができません。 
 

・辞書形＋ことにします。 AE毎E

まい

AAE日E

にち

A２AE時E

じ

AAE間E

かん

AAE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

AをAE勉E

べん

AA E 強 E

きょう

Aすることにしま 

 した。 
 

・辞書形＋ことがあります。 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE遅E

おく

AれてAE来E

く

Aることがあります。 
 

・辞書形＋ことがありません。 AE山E

やま

AAE田E

だ

AさんはAE遅E

おく

AれてAE来E

く

Aることがありません。 
 

・辞書形＋ことになっています。 このホテルはAE先E

さき

AにおAE金E

かね

AをAE払E

はら

Aうことになって 

います。 
 

・辞書形＋ところです。 これから AE出E

で

Aかけるところです。 
 

・辞書形＋ようにします。 AE明日E

あ し た

AはAE早E

はや

AくAE来E

く

Aるようにしてください。 
 

・辞書形＋ようになります。 AE少E

すこ

AしAE日E

に

AAE本E

ほん

AAE語E

ご

Aがわかるようになりました。 
 

・辞書形＋ように AE言 E

い

Aいます。 AE田E

た

AAE中E

なか

AさんにAE明日E

あ し た

AはAE早E

はや

AくAE来E

く

AるようにAE言E

い

Aってくだ 

さい。 
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・辞書形＋つもりです。 AE来E

らい

AAE月E

げつ

AAE国E

くに

AへAE帰E

かえ

Aるつもりです。 
 

・辞書形＋な。 たばこをAE吸E

す

Aうな！ 

 

 意向形を使った表現 
 

・意向形＋と AE思 E

おも

Aいます。 AE明日E

あ し た

AはAE早E

はや

AくAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AへAE行E

い

AこうとAE思E

おも

Aいます。 
 

・意向形＋とします。 AE山E

やま

AAE田E

だ

AさんにAE電E

でん

AAE話E

わ

AをかけようとしたAE時E

とき

Aに、 

 AE山E

やま

AAE田E

だ

AさんからAE電E

でん

AAE話E

わ

AがAE来E

き

Aました。 

 

 普通体を使った表現 
 

・普通体＋ということ 
AE今日E

き ょ う

AテストがあるということをAE知E

し

Aりません 

でした。 

・普通体＋そうです。 
AE天E

てん

AAE気E

き

AAE予E

よ

AAE報E

ほう

Aによると、AE今E

こん

AAE夜E

や

AはAE雨E

あめ

AがAE降E

ふ

Aるそうで 

す。 

AE天E

てん

AAE気E

き

AAE予E

よ

AAE報E

ほう

Aによると、AE今E

こん

AAE夜E

や

AはAE雨E

あめ

Aだそうです。 

・普通体＋し、 このAE店E

みせ

AのA E 料 E

りょう

AAE理E

り

AはAE安E

やす

Aいし、おいしいです。 

この AE部E

へ

AAE屋E

や

Aはきれいだし、AE明E

あか

Aるいです。 

リーさんはAE国E

くに

AにAE帰E

かえ

Aったし、AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE休E

やす

Aみ 

だし、AE今日E

き ょ う

AはAE本E

ほん

AAE当E

とう

AにAE寂E

さび

Aしいです。 

・普通体＋だろうと AE思 E

おも

Aいます。 
＊ 名詞とダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除します。

AE今E

こん

AAE夜E

や

AはAE雨E

あめ

AがAE降E

ふ

AるだろうとAE思E

おも

Aいます。 

あそこはここよりAE静E

しず

AかだろうとAE思E

おも

Aいます。 

・普通体＋らしいです。 

＊ 名詞とダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除します。

リーさんはAE昨日E

き の う

AAE国E

くに

AにAE帰E

かえ

Aったらしいです。 

リーさんはA E 中 E

ちゅう

AAE国E

ごく

AではAE有E

ゆう

AAE名E

めい

Aらしいです。 

・普通体＋かもしれません。 

＊ 名詞とダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除します。

AE今E

こん

AAE夜E

や

AはAE雨E

あめ

AがAE降E

ふ

Aるかもしれません。 

AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE３E

みっ

AAE日E

か

AAE間E

かん

AAE会E

かい

AAE社E

しゃ

AをAE休E

やす

Aんでいるので、 

A E 病 E

びょう

AAE気E

き

Aかもしれません。 

・普通体＋かどうか。 

＊ 名詞とダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除します。

AE明日E

あ し た

AAE都E

つ

AAE合E

ごう

AがいいかどうかリーさんにAE聞E

き

Aいて 

みます。 

AE大E

だい

AA E 丈 E

じょう

AAE夫E

ぶ

AかどうかリーさんにAE聞E

き

Aいてみます。 

・疑問詞＋普通体＋か。 

＊ 名詞とダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除します。

AE山E

やま

AAE田E

だ

AさんがいつAE帰E

かえ

AったかAE知E

し

Aっていますか。 

リーさんにどれがAE好E

す

AきかAE聞E

き

Aいてください。 
 
 

 

 

・普通体＋こと 

＊ 名詞の現在肯定形は「だ」を削除して「の」を付けま

す。 

＊ ダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除して「な」を付

けます。 

AE昨日E

き の う

AリーさんがAE国E

くに

AにAE帰E

かえ

AったことをAE知E

し

Aってい 

ますか。 

今度のAE仕E

し

AAE事E

ごと

Aのことは、AE安E

あん

AAE心E

しん

Aしてください。 

AE会E

かい

AAE議E

ぎ

AでAE大E

たい

AAE切E

せつ

Aなことは、はっきりAE自E

じ

AAE分E

ぶん

AのAE意E

い

AAE見E

けん

AをA

E言E

い

Aうことです。 
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・普通体＋はずです。 

＊ 名詞の現在肯定形は「だ」を削除して「の」を付けま

す。 

＊ ダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除して「な」を付

けます。 

AE山E

やま

AAE田E

だ

AさんはもうすぐAE来E

く

Aるはずです。 

AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはA E 病 E

びょう

AAE気E

き

Aのはずです。 

AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE元E

げん

AAE気E

き

Aなはずです。 

・普通体＋はずがありません。 

＊ 名詞の現在肯定形は「だ」を削除して「の」を付けま

す。 

＊ ダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除して「な」を付

けます。 

AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはAE来E

く

Aるはずがありません。 

AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはA E 病 E

びょう

AAE気E

き

Aのはずがありません。 

AE田E

た

AAE中E

なか

AさんはA元
げん

A気
き

なはずがありません。 

・普通体＋ようです。 

＊ 名詞の現在肯定形は「だ」を削除して「の」を付けま

す。 

＊ ダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除して「な」を付

けます。 

電
でん

気
き

が消
き

えています。もう皆
みんな

帰
かえ

ったよう 

です。 

田
た

中
なか

さんは病
びょう

気
き

のようです。 

リーさんの日
に

本
ほん

語
ご

は日
に

本
ほん

人
じん

のようです。 

田
た

中
なか

さんは元
げん

気
き

なようです。 

・普通体＋ために、 

＊ 名詞の現在肯定形は「だ」を削除して「の」を付けま

す。 

＊ ダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除して「な」を付

けます。 

(目的) 日
に

本
ほん

へ行
い

くために、一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

日
に

本
ほん

語
ご

 

を勉
べん

強
きょう

しています。 

(原因) かぜをひいたために、旅
りょ

行
こう

に行
い

くこと

ができませんでした。 

(原因) 事
じ

故
こ

のために、電
でん

車
しゃ

が遅
おく

れました。 

・普通体＋ような 

普通体＋ように 

＊ 名詞の現在肯定形は「だ」を削除して「の」を付けま

す。 

＊ ダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除して「な」を付

けます。 

田
た

中
なか

さんは何
なに

も知
し

らないような顔
かお

をしてい 

ます。 

山
やま

田
だ

さんは何
なん

でも知
し

っているように話
はな

しま

す。 

リーさんの日
に

本
ほん

語
ご

は日
に

本
ほん

人
じん

のように上
じょう

手
ず

 

です。 

・普通体＋ので、 

＊ 名詞とダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除して

「な」を付けます。 

今日
き ょ う

はテストがあるので、早
はや

く学
がっ

校
こう

へ来
き

ま 

した。 

今日
き ょ う

はリーさんの誕
たん

生
じょう

日
び

なので、花
はな

を買
か

い 

ました。 

・普通体＋のに、 

＊ 名詞とダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除して

「な」を付けます。 

今日
き ょ う

はテストがあるのに、寝
ね

坊
ぼう

しました。 

今日
き ょ う

はリーさんの誕
たん

生
じょう

日
び

なのに、花
はな

屋
や

が 

閉
し

まっています。 

・普通体＋んです。/普通体＋のです。 

＊ 名詞とダ形容詞の現在肯定形は「だ」を削除して

「な」を付けます。 

来
らい

週
しゅう

国
くに

に帰
かえ

るんですか。/ 

来
らい

週
しゅう

国
くに

に帰
かえ

るのですか。 

明日
あ し た

は休
やす

みなんですか。/ 

明日
あ す

は休
やす

みなのですか。 

どうしたんですか。/ 

どうしたのですか。 
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受け身形を使った表現 
 

 テストで満
まん

点
てん

を取
と

って、先
せん

生
せい

に誉
ほ

められま 

 した。 
 

 急
きゅう

に雨
あめ

に降
ふ

られました。 
 

 この寺
てら

は 500年
ねん

前
まえ

に建
た

てられたそうです。 
 

 先
せん

生
せい

はもう帰
かえ

られました。 

 

 使役形を使った表現 
 

 先
せん

生
せい

は学
がく

生
せい

に文
ぶん

を作
つく

らせました。 

・使役形のて形＋はいけません。 お客
きゃく

さまを待
ま

たせてはいけません。 
 

・使役形のて形＋ください。 ぜひ私
わたし

に行
い

かせてください。 
 

・使役形のて形＋いただけませんか。 明日
あ し た

は休
やす

ませていただけませんか。 

 

 使役受け身形を使った表現 
 

 子
こ

供
ども

の頃
ころ

、母
はは

にピアノを習
なら

わせられました。 
 

 あの映
えい

画
が

は何
なん

度
ど

見
み

ても泣
な

かせられます。 

 

 命令形を使った表現 
 

 早
はや

く来
こ

い！ 

 

可能形を使った表現 
 

 リーさんは日
に

本
ほん

語
ご

が話
はな

せます。 

 
 

「お」 
 

 お電
でん

話
わ

・お手
て

紙
がみ

・お仕
し

事
ごと

 

 

 「ご」 
 

 ご飯
はん

・ご住
じゅう

所
しょ

・ご家
か

族
ぞく
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 「ございます」 
 

・名詞＋で＋ございます。 こちらは 1000円
えん

でございます。 
 

・ダ形容詞＋で＋ございます。 大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

でございます。 

 

 「ちゃ」 
 

・「ては」の縮約形 遅
おく

れちゃいけませんよ。 

 

「ちゃった」 
 

・「てしまいました」の縮約形 全
ぜん

部
ぶ

食
た

べちゃった。 

 

 「さ」 
 

・イ形容詞の「い」を削除＋さ 私
わたし

にはお酒
さけ

のおいしさがわかりません。 

                     リーさんはテストでまた満
まん

点
てん

を取
と

りました。 

 リーさんと私
わたし

は頭
あたま

の良
よ

さが違
ちが

います。 
 

・ダ形容詞＋さ これもあれも大
たい

切
せつ

さは同
おな

じです。 

 

 「がります」 
 

① イ形容詞の「い」を削除＋がります。 子
こ

供
ども

は甘
あま

い物
もの

を欲
ほ

しがります。 

 窓
まど

を開
あ

けると、皆
みんな

寒
さむ

がりますよ。 
 

② ダ形容詞＋がります。 山
やま

田
だ

さんは運
うん

動
どう

するのを嫌
いや

がります。 
 

③ 動詞のます形＋た＋がります。 子
こ

供
ども

は甘
あま

い物
もの

を食
た

べたがります。 

＊ ③は他の項目でも提示しています。 

 

「過
す

ぎます」 
 

① イ形容詞の「い」を削除＋過
す

ぎます。 このお茶
ちゃ

は熱
あつ

過
す

ぎます。 
 

② ダ形容詞＋過
す

ぎます。 子
こ

供
ども

が機
き

械
かい

に触
さわ

るのは危
き

険
けん

過
す

ぎます。 
 

③ 動詞のます形＋過
す

ぎます。 ゆうべはお酒
さけ

を飲
の

み過
す

ぎました。 
＊ ③は他の項目でも提示しています。 
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 「そうな」 
 

・イ形容詞の「い」を削除＋そうな＋名詞 わあ！おいしそうなケーキですね！ 
 

・ダ形容詞＋そうな＋名詞 子
こ

供
ども

が好
す

きそうな食
た

べ物
もの

ですね。 
 

・動詞のます形＋そうな＋名詞 これは子
こ

供
ども

でも分
わ

かりそうな問
もん

題
だい

です。 

 

 そう＋否定形 
 

 田
た

中
なか

さんは 50歳
さい

ですが、そう見
み

えません。 
 

 今日
き ょ う

はそう暑
あつ

くないです。 

 

そんなに＋否定形 
 

 この問
もん

題
だい

はそんなに難
むずか

しくないです。 

 

 「までに」 
 

 15日
にち

までにレポートを出
だ

してください。 

 

 「ほど」 
 

 今日
き ょ う

は昨日
き の う

ほど暑
あつ

くないです。 

 

 「も」 
 

 田
た

中
なか

さんはりんごを３つも食
た

べました。 

 

「でも」 
 

 雨
あめ

でも行
い

きます。 

 こんな簡
かん

単
たん

な問
もん

題
だい

は子
こ

供
ども

でもわかります。 
 

 お茶
ちゃ

でも飲
の

みながら話
はな

しましょう。 
 

・疑問詞＋でも いつでも大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

です。 

 

「らしい」 
 

 それは日
に

本
ほん

人
じん

らしい考
かんが

え方
かた

です。 
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「ばかり」 
 

 最近は冷
つめ

たい物
もの

ばかり飲
の

んでいます。 

 

「とか」 
 

 ジュースとかビールとか冷
つめ

たい物
もの

ばかり飲
の

ん 

 でいます。 

 

「の」 
 

・文末 どうしたの？ 

 

「に」 
 

 会
かい

議
ぎ

に間
ま

に合
あ

いました。 
 

 会
かい

議
ぎ

に遅
おく

れました。 
 

 私
わたし

はアイスコーヒーにします。 
 

 私
わたし

は母
はは

に似
に

ています。 
 

 これは体
からだ

にいいです。 
 

 リーさんに比
くら

べると、私
わたし

の日
に

本
ほん

語
ご

は下
へ

手
た

 

 です。 
 

 日
に

本
ほん

の習
しゅう

慣
かん

に慣
な

れました。 

 

「が」 
 

・が＋自動詞 電
でん

気
き

がつきます。/電
でん

気
き

がついています。 

・が＋他動詞 本
ほん

に名
な

前
まえ

が書
か

いてあります。 

・が＋見
み

えます。 海
うみ

が見
み

えます。 
 

・が＋聞
き

こえます。 声
こえ

が聞
き

こえます。 
 

・が＋します。 この機
き

械
かい

は変
へん

な音
おと

がします。 

 この石
せっ

鹸
けん

はいいにおいがします。 
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 「と」 
 

・と言
い

います。 朝
あさ

、人
ひと

に会
あ

った時
とき

は「おはよう」と言
い

います。 
 

・と思
おも

います。 いいと思
おも

います。 
 

・辞書形＋と、 春
はる

になると、桜
さくら

の花
はな

が咲
さ

きます。 

 ドアを開
あ

けると、山
やま

田
だ

さんが立
た

っていました。 

 明日
あ し た

晴
は

れると、いいですね。 
 

・ない形＋と、 春
はる

にならないと、桜
さくら

の花
はな

は咲
さ

きません。 

 明日
あ し た

晴
は

れないと、困
こま

りますね。 
 

・イ形容詞の普通体の現在形＋と、 天
てん

気
き

がいいと、いいですね。 

 天
てん

気
き

が良
よ

くないと、困
こま

りますね。 
 

・ダ形容詞の普通体の現在形＋と、 元
げん

気
き

だと、安
あん

心
しん

です。 

 元
げん

気
き

じゃないと、心
しん

配
ぱい

です。 

 

「たら」 
 

・た形＋ら、 雨
あめ

が降
ふ

ったら、行
い

きません。 

 ドアを開
あ

けたら、山
やま

田
だ

さんが立
た

っていました。 
 

・イ形容詞の普通体の過去形＋ら、 天
てん

気
き

が良
よ

かったら、行
い

きます。 

 天
てん

気
き

が良
よ

くなかったら、行
い

きません。 
 

・ダ形容詞の普通体の過去形＋ら、 元
げん

気
き

だったら、安
あん

心
しん

です。 

 元
げん

気
き

じゃなかったら、心
しん

配
ぱい

です。 

 

「なら」 
 

・辞書形＋なら、 あなたが行
い

くなら、私
わたし

も行
い

きます。 
 

・ない形＋なら、 あなたが行
い

かないなら、私
わたし

も行
い

きません。 
 

・名詞＋なら、 明日
あ し た

休
やす

みなら、一
いっ

緒
しょ

に映
えい

画
が

を見
み

ませんか。 

 お寿
す

司
し

なら、あのお店
みせ

が有
ゆう

名
めい

です。 
 

・イ形容詞＋なら、 忙
いそが

しいなら、言
い

ってください。手
て

伝
つだ

います。 

・ダ形容詞＋なら、 暇
ひま

なら、一
いっ

緒
しょ

に映
えい

画
が

を見
み

ませんか。 
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 「ば」 
 

・動詞の仮定形の肯定形＋ば、 薬
くすり

を飲
の

めば、治
なお

ります。 
 

・動詞の仮定形の否定形＋ば、 薬
くすり

を飲
の

まなければ、治
なお

りません。 
 

・イ形容詞の仮定形の肯定形＋ば、 暑
あつ

ければ、窓
まど

を開
あ

けてください。 
 

・イ形容詞の仮定形の否定形＋ば、 暑
あつ

くなければ、窓
まど

を閉
し

めてください。 
 

・ダ形容詞の仮定形の否定形＋ば、 明日
あ し た

暇
ひま

じゃなければ、来
らい

週
しゅう

行
い

きましょう。 
 

・名詞の仮定形の否定形＋ば、 子
こ

供
ども

じゃなければ、わかるはずです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊上記の文法項目は「J.TEST Ｅ-Ｆレベル学習必須項目問題集」の語彙と練習問題を 

除く、文法項目（「１ Ｅ級文法項目」「６ Ｆ級文法項目」の全文です。 

 

 

 

 

Ver.1.00 (2010,2,26) 

Ver.2.00 (2010,3,1)  説明一部変更（例文および文法項目は同じ） 


